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みなさま、いつもユッカの会の活動にご理解、ご協力ありがとうございます。 

ここに通信をお届けいたします。 

今年度も、会員のみなさまと直接お会いして、会の活動全体をご説明・ご報告したり、ご

意見を頂いたりする会を開催いたします。2026年度の活動について、みなさんでいっ

しょに考えていけたらと思います。また、今年度開催を予定しているボランティア交流会・

情報交換会のテーマについてもご意見を頂きたいと考えています。 

ボランティアのみなさまはもちろん、担当の学習者さんにもお声かけいただき、よろしけれ

ばいっしょにご参加ください。 

 

●ユッカの会 活動報告会・交流会のご案内● 

日時 2026年6月28日（日） 14：00～16：00ころ 

場所 かながわ県民センター10階 ワークショップスペース 

内容 2025年度の活動報告・決算報告、2026年度の予算説明、活動計画の検討、 

研究発表、参加者交流会など 

 

交流会で、みなさんとお話したいテーマがありましたら、ぜひ運営委員にお知らせくださ

い。申し込みフォームやメールでお知らせいただいても大丈夫です。 

当日参加できない場合でも、下記のフォームからご意見、コメントなどを 

お寄せいただければ幸いです。 

参加申し込み、意見・コメント入力用フォーム 

https://forms.gle/y4ReUH94uBMQptTDA 
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ユッカの会 通信  
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4月12日及び5月17日に開催された2026年度ユッカの会運営委員会において、中和子

代表より、2025年度事業報告及び2026年度事業計画の提案がありました。また、木野

美穂会計担当より、2025年度収支決算の報告、４月23日の会計監査において、会計監

査役の岩田由利子さん・藤森康朝さんから適正に処理されているとの承認を受けた旨

報告されました。質疑応答の後、出席者全員の賛成を得て、2025年度事業及び収支決

算の報告、2026年度収支予算の提案は承認されました。2026年度事業計画については、

6月28日（日）に開催予定の活動報告会・交流会で、実施の可否・内容について再度検

討の上決定することとなりました。 

また、多文化高齢社会ネットかながわについては、2026年度よりユッカの会とは会

計を分離することが承認されました。 

 
 

2025年度ユッカの会 収支決算報告       （単位：円） 

収入 金額 支出 金額 

前期繰越金 286,234 事務局運営費 51,265 

中国残留孤児援護基金 150,000 事務通信費 7,967 

神奈川新聞(交流イベント：キャンプ) 50,000 広報・記録費 2,000 

活動収入 128,631 教室運営費 125,826 

交流イベント参加費 204,720 交流イベント費 409,588 

寄付 40,495   

受取り利子 560 次年度繰越 263,994 

合計 860,640 合計 860,640 

 ＊多文化高齢社会ネットかながわについては、別途報告 

 

 ◆交流イベント費内訳 

 収入（参加費） 支出 備考 

バーベキュー会 62,100 91,372  

多文化交流キャンプ 142,620 301,584  

安全講習会  10,000 講師謝金 

卒業を祝う会 0 4,712  

市民活動フェア 

（スピーチ会） 
0 0 

市民活動フェア、スピーチ会開催

せず 

活動報告・交流会 0 1,920 七夕保険、教室開催時お菓子 

合計 204,720 409,588  

＜運営委員会からのお知らせ＞ 
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●2025年度多文化高齢社会ネットかながわ(TKNK)収支決算報告 

  
           2026年度ユッカの会 予算       （単位：円） 

収入 金額 支出 金額 

前期繰越金 263,994 事務局運営費 54,000 

中国残留孤児援護基金 150,000 事務通信費 21,000 

神奈川新聞（多文化交流キャンプ） 50,000 広報・記録費 6,000 

活動収入 100,000 教室運営費 130,000 

交流イベント参加費 301,500 交流イベント費 517,000 

  次年度繰越金 137,494 

合    計 865,494 合    計 865,494 

 

交流イベント費内訳 

 収入（参加費） 支出 備考 

バーベキュー会 800×80人＝64,000 90,000  

安全講習会 0 15,000 講師謝金・通訳謝金 

多文化交流キャンプ 237,500 400,000 宿泊、食事、入場料 

卒業を祝う会 0 5,000  

市民活動フェア 0 5,000  

その他  2,000  

合   計 301,500 517,000  
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＊2025年度事業報告・2026年度事業計画（交流活動など） 

 2025年度 報告 2026年度 計画（検討中） 

4月 

会計監査 4/23 

週末勉強会  4/13、4/27 

ホームページグループミーティング 4/15 

映画観賞会（しゃべり場に協力） 4/24 

会計監査 

ホームページミーティング 4/7 

週末勉強会 4/12、4/26 

映画観賞会（しゃべり場主催）

4/23 

5月 
週末勉強会 5/11、5/25 

TKNK小さな交流会 5/23 

週末勉強会 5/17、5/31 

6月 

通信発行  6/15 

週末勉強会 6/8、6/22 

TKNK小さな交流会 6/20 

活動報告会・交流会 6/22 

ひろば誕生日会 6/25 

週末勉強会 6/14、6/28 

通信発行／現況報告集計 

活動報告会・交流会 6/28 

7月 

七夕を見に行こう 7/5 

ホームページグループミーティング 7/8 

週末勉強会 7/13 

ひろば浴衣を着る会 7/16 

TKNK小さな交流会 7/25 

夏の教室  7/26，7/27 

かんたん工作教室（傘袋ロケット） 7/26 

週末勉強会 7/5 

ホームページミーティング 7/7 

夏の教室・かんたん工作教室  

7/18、7/19 

8月 
多文化交流キャンプ 8/10～8/12 

 （神奈川県立足柄ふれあい村ほか） 

多文化交流キャンプ（8/14～16） 

横浜市野島青少年研修センターほか  

9月 

世界の家庭料理「バングラデシュ」 9/6 

TKNK活動報告会 9/7 

週末勉強会 9/14、9/28 

週末勉強会 

世界の家庭料理 

 

10

月 

ホームページグループミーティング 10/10 

週末勉強会 10/12，10/19 

安全講習会「高校入試について知ろう」10/12 

いたちまつり出店 10/19 

ひろば誕生日会 10/29 

キャンプお疲れ様会 10/26 

週末勉強会 

安全講習会 

 （高校入試について知ろう） 

ひろば誕生日会 10/29 

 

11

月 

バーベキュー会 11/2 

週末勉強会 11/23 

とつかお結びプロジェクト参加（チラシ展示） 

 （戸塚会場11/18~11/26） 

週末勉強会 

バーベキュー会 

スピーチ会 
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あーすフェスタかながわ出店 11/29、11/30 

ボリビア日本語学校ビデオ交流 11/23 

12

月 

日中友好フェスタ出展 12/6 

週末勉強会  12/7 

ひろば クリスマス会 12/17 

冬の教室  12/27 

週末勉強会 

ひろば クリスマス会 12/17 

冬の教室・かんたん工作教室 

1月 

高校入試面接練習  1/12 

とつかお結びプロジェクト参加（チラシ展示） 

 （東戸塚会場1/21~1/27） 

週末勉強会  1/25 

高校入試面接練習 

週末勉強会 

春節を祝う会（しゃべり場と共催） 

 

2月 

春節を祝う会（しゃべり場に協力） 2/1 

ホームページグループミーティング 2/3 

ふるさと自慢（スピーチ会）参加 2/7 

（栄区多文化共生啓発事業） 

週末勉強会  2/8 

世界の家庭料理「韓国」 2/15 

ひろば誕生日会 2/25 

週末勉強会 

世界の家庭料理 

ひろば誕生日会 2/25 

3月 

週末勉強会  3/8 

春の教室  3/28、3/29 

かんたん工作教室（サソリの標本作り） 3/28 

卒業を祝う会 3/29 

次年度事業計画作成・助成金申請 

週末勉強会 

春の教室・かんたん工作教室 

卒業を祝う会 

次年度事業計画作成・助成金申

請 

●週末勉強会 

月 2 回程度開催 対面学習（かながわ県民センター）とオンライン（zoom 利用） 

2025 年度 年間 16 回実施 のべ参加者数は以下の通り。 

対面：学習者 342 名、ボランティア 256 名（ボランティア希望者 19 名を含む）、 

ンライン：学習者 10 名、ボランティア 12 名 

参加者におやつを配布（栄区社会福祉協議会、おてらおやつクラブなどからの寄付） 

●ひろば  

毎週水曜日 17：00-19：00 あーすぷらざ２階 ともしびカフェぽけっとにて。 

2025 年度 年間 45 回実施、のべ参加者 902 名 

学習者、保護者、ボランティアのほか、地域の独居高齢者、障がい者、小中学校教員、

社協・ケアプラザ職員、スクールソーシャルワーカー等も参加。 

誕生日会 6/25、10/29、2/25、七夕・浴衣を着る会 7/16，クリスマス会 12/17 
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2026年度 ユッカの会 事業計画 

＊教室活動 

○補習教室・日本語教室 

横浜・戸塚・東戸塚・本郷台教室。オンラインを利用した学習。 

1 対 1 の個人指導形式。週 1 回 1.5~2 時間程度の教科・日本語学習支援。 

週末勉強会：月 2 回程度開催。教科・日本語学習支援。 

集中教室（夏、冬、春休み）、かんたん工作教室 

 ○パソコン教室 

  かながわ県民センターにて、週 1 回木曜日午後ほか応相談。個人指導形式。 

  日本語学習者・ボランティアのためのパソコン教室。 

  Zoom 等オンライン対応支援、タブレット等の貸出。 

ご興味のある方、参加ご希望の方はお気軽に運営委員までご連絡ください。 

＊交流活動ほか：P6,7 もご覧ください。 

○ひろば 

 みんなで集まって、おしゃべりしたり、勉強をしたり、工作をしたり、 

ご飯を食べたり。だれでも、自由に参加でき、何もしなくてもいられる場です。 

ご興味のある方はぜひ足をお運びください。 

  日時：毎週水曜日 17：00～19：00 

 場所：あーすぷらざ 2 階 ともしびカフェ ぽけっと 

  問合せ・担当：水本（090-6136-2457）、木野（090-5766-7853） 

メール：yukkanokai @yahoo.co.jp 

 

〇多文化高齢社会ネットかながわ（TKNK） 

令和6年度後期より、かながわ国際交流財団より民際基金の助成を受け、

小さな交流会実施、安心して暮らすためのアイディア集、多言語版リー

フレット「外国人も年をとります」「やさしい日本語認知症すごろく」

などを作成しました。詳しくは、こちらをご覧ください。 

 

 

〇ホームページグループ 

  https://yukkanokai.fc2.page/ 

検討グループでは、引き続き、内容の更新・検討を行っていきます。 

グループに関わってくださる方を募集しています。 

３～４か月に一度、オンラインミーティングを実施、 

分担して更新作業等を実施しています。 

ご興味のある方は、運営委員にお声かけください。 ユッカの会 
ホームページ 
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＊運営委員会（毎月第二日曜日、かながわ県民センター） 

2026 年度もよろしくお願いいたします。 

代表：中和子、副代表：水本みゆき、 

会計：木野美穂 

委員：川西良春、志野公世、白鳥美香、中山了二、細田久子、渡邉美江 

運営委員会では毎月１回、日常の学習活動、交流活動などについて話し合いを重ねて

います。ご興味のある方は、ぜひいっしょに活動しましょう！ 

＊その他 

・ボランティア募集   ・生活情報・研修情報などのメール配信 

・かながわ県民センター・ボランティアセンター等関連行事・会議への参加 

・小中学校・高校・大学・県教育委員会・地域支援団体などとの連携 

 

＊学習者の方へのタブレットの貸出しが可能です。 

必要な方は、運営委員にご相談ください。 

 

 

 

 

 

今後の活動につきましては、引き続き、メール配信やホームページを通じて 

ご案内をしていきます。ご協力よろしくお願いいたします。 
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かながわ県民センター（横浜）、フォーラム（戸塚）、とつか区民活動センター（東戸塚）、 

あーすぷらざ（本郷台）の 2026年 6月 1 日現在の利用方法は、下記のとおりとなっており

ます。ご確認ください。 

＜かながわ県民センター＞ 

〒221-0835 神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町 2-24-2 

開館時間（ロッカー等利用可能時間）：9時～21時まで 

休館日（変更になる場合があります。ホームページで最新情報をご確認ください。） 

2025年 6月 15 日（日） 終日 

2025年 8月 17 日（日） 終日 

2025年 10月 26日（日） 終日 

2025年 11月 16日（日） 終日 

2025年 12月 21日（日） 終日 

2025年 12月 28日（日）17：00 

～2026年 1月 3日（土） 
年末年始 

2026年 2月 15 日（日） 終日 

●ボランティアサロン（9・10階） 

利用時間の枠が無くなり、9時から 21 時までの終日利用が可能です。 

利用人数はテーブルの大きさで異なります。登録・事前予約なしで当日利用できるテーブ

ルと、事前予約できるテーブルがあります。 

10階の一部は、ワークショップスペースとして、大人数でのイベントに利用できます。 

（ワークショップスペースの利用時間は、9時から 20 時まで） 

９階には、資料作成や書籍・資料の閲覧、オンラインミーティングに利用できるパーソナル

ワークスペースもあります。 

9階 10 階ともに、フリーwifiが利用可能です。9階と 10 階の一部では、パソコン用電源

も利用できます。利用方法は、県民センターホームページをご確認ください。 

 

●かなファンステーション（２階） 

利用可能時間：月曜～土曜 10:00～17:00 

閉館日：日曜、祝日・年末年始及びかながわ県民センターの休館日 

当日会場にて利用申し込み。事前予約も可能。フリーwifi が利用できます。 

問い合わせ：かながわ国際ファンクラブ TEL 045-620-5940 

 

  

活動場所の利用方法について 
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＜フォーラム＞ 

〒244-0816 横浜市戸塚区上倉田町 435-1 

開館時間 月～土：9時～21時、 日・祝日：9 時～17 時 

休館日 毎月第 4木曜日、年末年始（12/29～1/3） 

●活動交流コーナー 

＜利用条件＞同時利用は 3 グループ、1 グループ最大 8 人、利用時間は最長 3 時間。

テーブル数が限られています。利用を希望される場合は、事前に利用申込み（予約）を 

お願いいたします。当日空きがあれば予約なしでも利用は可能です。 

（フォーラム代表：045-862-5050、情報ライブラリ：045-862-5056） 

●週末の会議室利用 

活動交流コーナーの利用に制限があるため、土曜日の午前（9：00～12：00）に会議室を

予約しています。利用時には、受付で利用許可書（ユッカの会ホームページに掲載）の 

提示が必要です。利用可能な会場は、利用許可書でご確認ください。当日１階入り口横の

ボードでも確認できます。 

 

＜あーすぷらざ（情報フォーラム）＞ 

〒247-0007 横浜市栄区小菅ケ谷 1-2-1 

2 階情報フォーラム内のフォーラムスペース、1 階ラウンジともに利用可能です。 

フォーラムスペースを定期的に利用したい方は、運営委員にご相談ください。 

＊あーすぷらざ 情報フォーラム（2 階）利用時間 9:00～20:00 

土日・休日は 9:00～17:00  毎週月曜日は休館（月曜日が祝日の場合は開館） 

あーすぷらざ内の各施設の利用時間については、ホームページをご確認ください。 

 

＜とつか区民活動センター＞ 

〒244-0805 神奈川県横浜市戸塚区川上町 91-1 モレラ東戸塚 3 階 

開館時間 火～金：9時～21時、 土日・祝日：9時～17時 

休館日 毎週月曜日（当日が祝日の場合も休館します）、年末年始（12/29～1/3） 

●ミーティングコーナーが利用できます。 

利用時間は最長 3 時間まで。 

●会議室：利用できます 

利用可能時間：午前 9:00～12:30、午後 12:30～16:30、夜間 16:30～20:50  

利用方法：事前予約（とつか区民活動センター：045-825-6773） 

利用当日に空きがあれば予約なしでも先着順で利用可能です。 

＊会議室定員 A 会議室：24 名、B 会議室：18 名 

＊今年度も、ロッカー（No.23）が利用できます。教材等の保管にご利用ください。 

利用にはカードが必要です。ご希望の方は運営委員にご連絡ください。 
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＜大船・鎌倉市民活動センター＞ 

大船市民活動センター、鎌倉市民活動センターの会議室を利用できます。 

原則、利用にはインターネットでの予約が必要です。ご利用の際は、ID とパスワードが必要と

なりますので、運営委員にご連絡ください。予約状況は、センターホームページに掲載されて

います。（予約状況の確認にも ID・パスワードが必要です） 

大船市民活動センター 0467-42-0345 

鎌倉市民活動センター  0467-60-4555 

受付時間 9:00-17:00   休館日：第 2,4,5 日曜日および祝祭日、年末年始 

 

県民センター10階ロッカーの教材の利用方法についてお知らせします。 

重ねてのご連絡になりますが、再度ご確認ください。 

ご利用の際、直接教材に書き込みをされますと、他の方が使えなくなってしまいます。 

書き込む場合は、教材をコピーしてご利用ください。 

鍵の紛失には十分ご注意くださいますようお願いいたします。 

 

＜教材利用方法＞ 

①9階「ユッカの会」レターケース（Ｎｏ．7）内のロッカーカードを受付に渡し、鍵を借ります。 

②10 階ロッカーからご利用になる教材を取り出します。 

③施錠後、鍵を 

(1) すぐに受付に返却します。（カードはレターケースにお戻しください。） 

(2) お手元に置く場合、青色のユッカの会の札を机の上に立てます。 

他の会員の方に、鍵の所在がわかるようにするためです。 

青色の札はレターケース内、ロッカーカードと同じファイルに入っています。 

④学習が終わりましたら、（すぐに鍵を返却した場合は、再度お借りいただき）、 

ご利用になった教材をロッカーへご返却ください。 

同じ時間帯に他の会員の方々が学習している場合、鍵のありかがわからず、教材を取り出

せないことがあります。鍵をお手元に置く場合には、忘れずに青色の札をお立てください。 

 

教材を借り出すことも可能です。No70 大ロッカー内にあります「書籍貸出簿」に、 

必要事項をご記入ください。 

定期的に利用する教材には、ロッカー内のふせんに「利用曜日、ボランティアのお名前」を

ご記入いただき、教材の裏表紙内側にお貼りください。教材を借りる方は、裏表紙内側を 

ご確認いただき、ふせんがついている場合には、定期的に利用されている方の妨げにならな

いよう ご返却をお願いします。 

教材利用方法について 
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利用頻度の高い教材は、できるだけ複数購入し、うち 1冊を「禁帯出」としています。 

禁帯出シールのついている教材は、借り出さないようお願いいたします。 

定期的に利用する方は、「禁帯出」のシールのついている教材をご利用ください。 

 

＊こんな教材が欲しい、この教材を入れてはどうかなど、ご意見･ご希望がありましたら、 

コーディネーターまでお知らせください。現況報告に記入してくださっても結構です。 

また、教材を長期に借りて利用したい場合なども、コーディネーターにご相談くださいます

ようお願いいたします。 

 

＊現在使っていない教材をご返却ください。 

ユッカの会の学習者との学習が終了している方、学習を休止していて当分再開の予定が

ない方でお手元に会のテキストをお持ちの場合は、お手数ですが一旦ご返却ください。 

オンラインによる学習に切り替えるなどで テキスト類を長期に借り出して利用する方が増え

てきて 新たに購入しながら運用しています。 

ユッカの会の蔵書を最大限活用していただきたいのでご協力ください。 

＜返却方法＞ 

（ア）かながわ県民センターのロッカーに「大 70」に返却し、貸出簿の返却欄に返却日をご

記入いただく。 

（イ）現況報告送付先に送っていただく。 

（ウ）コーディネーターに連絡していただく。受け渡しの場所と時間を調整します。 

連絡先  メール：yukkanokai@yahoo.co.jp 

電話   木野美穂：090-5766-7853、水本みゆき：090-6136-2457 

 

＊ロッカー内の書籍の配置について  

◆日本語教材 大７０ 

ロッカー内の教材を整理し、対象、用途や目的によって分類し、背表紙にもどしていただき

たい段を示すテープをはりました。（上段 テープなし、中段ピンク、下段青色 ） 

置き場がわからない教材は 下段右端手前に置いてください。 

ロッカー内の教材の配置はおおよそ以下の通りです。 

上段 

テープなし 
まるごと            初級教材 

中段 

ピンクテープ 

コミュニケーション重視

会話 
中級教材 

日本語能力試験 

JLPT関連 

下段 

青テープ 
文法個別テーマ 読む・書く力の強化 

子ども向け 

日本語教材 
 

◆日本語教材 大７１ 

漢字、ひらがな・カタカナ練習、辞書類、指導者用教え方ガイド 
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今年度も、引き続き日本語：木野、補習：白鳥、水本でコーディネーションをして

いきます。コーディネーターとして、一緒に活動してくださる方を募集しています。 

ご興味のある方は、運営委員までご連絡ください。よろしくお願いいたします。 

 

＊日本語コーディネーター 

木野 美穂（090-5766-7853） 

＊補習コーディネーター 

水本 みゆき（090-6136-2457）、白鳥 美香 

 

◇「現況報告」提出のお願い・・・よりよいマッチングのために 

現況報告が、普段の活動の様子を知り、ボランティアのみなさまとコ―ディネーターを

つなぐ手だてになります。学習者を担当してくださっているボランティアの方や今後担

当してくださるご用意のある方とコーディネーターがお会いしてお話を伺う機会を設け、

よりよいマッチングに役立てていきたいと考えています。ぜひご提出ください。 

グーグルフォームでの提出を基本とさせていただきます。 

現在入力用フォームの準備中です。準備ができ次第、メールでご連絡いたします。 

ご入力よろしくお願いいたします。 

紙での提出をご希望の方は、メールでお送りする用紙を印刷してご利用ください。 

お手数ですが、返信用封筒・切手はご用意ください。 

記入は 差しつかえない範囲で結構です。 

不明な点、お気づきの点などありましたら、運営委員にお知らせください。  

コーディネーターから 
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ご提出いただいた現況報告をもとに、ボランティア数、学習者数などを集計しました、 

下記は、2025年12月のデータです。 

ユッカの会ホームページ「ユッカの会について」にも集計結果を掲載します。 

 

ユッカの会の今 

10代, 6, 2%

20代, 35, 15%

30代, 22, 9%

40代, 35, 15%

50代, 52, 22%

60代, 44, 18%

70代以上, 41, 17%

不明, 5, 2%

年齢別ボランティア数

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

不明
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１年未

満, 18

１年以上

３年未…

３年以上

５年未…

５年以上

１０年…

１０年

以上, 33

把握し…

滞日年数別学習者数

１年未満

１年以上３

年未満
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国別学習者数 

 

 

  

中国, 148

フィリピン, 39ベトナム, 27

日本, 14

ペルー, 11

ネパール, 11

ウクライナ, 10

インド, 9

韓国, 8

台湾, 7

アメリカ, 6

香港, 6

アフガニスタン, 5

インドネシア, 5

イラン・イスラム, 5

スリランカ, 5

バングラデシュ, 5

タイ, 5

ブラジル, 5

パキスタン・イスラム, 4

ミャンマー, 3

カンボジア, 3 マレーシア, 3

カナダ, 2

その他, 8

不明, 4

中国

フィリピン

ベトナム

日本

ペルー

ネパール

ウクライナ

インド

韓国

台湾

アメリカ

香港

アフガニスタン

インドネシア

イラン・イスラム

スリランカ

バングラデシュ

タイ

ブラジル

パキスタン・イスラム

ミャンマー

カンボジア

マレーシア

カナダ

その他

不明

その他（各1名）

マレーシア、ボリビア、オーストラリア、ナイジェリア、

イギリス、ポルトガル、カナダ
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●学年別補習学習者数 ●滞日年数別補習学習者数

学年 人数 滞日年数 来日 人数

小1 7 1年未満 2023年 31

小2 5 1～3年 2020～2022 52

小3 16 4～5年 2018～2019 14

小4 10 ５～10年 2013～2017 10

小5 15 日本生まれ 22

小6 9 来日前 2

中1 7 合計 131

中2 10

中3 17

既卒 9

高1 10

高2 9

高3 2

その他 5

合計 131

●国別補習学習者数

国名 人数 うち日本籍

中国 75 9

フィリピン 11 7

ベトナム 9 1

ペルー 7

アフガニスタン 5

イラン 3 1

パキスタン 3

インドネシア 2 1

ネパール 2

インド 2

香港 2 1

ウクライナ 2

カンボジア 2

その他 6 1

合計 131

●学年別補習学習者数 ●滞日年数別補習学習者数

学年 人数 滞日年数 来日 人数

小1 7 1年未満 2023年 31

小2 5 1～3年 2020～2022 52

小3 16 4～5年 2018～2019 14

小4 10 ５～10年 2013～2017 10

小5 15 日本生まれ 22

小6 9 来日前 2

中1 7 合計 131

中2 10

中3 17

既卒 9

高1 10

高2 9

高3 2

その他 5

合計 131
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＊活動報告会・交流会 6月28日（日）14：00～15：30ころ 

かながわ県民センター10階 ワークショップスペース 

研究発表「横浜市内小学校 学習支援の実例報告」 

2025年度の活動報告・決算報告、2026年度の活動計画・予算説明 

2026年度交流活動についての検討 参加者交流会 

交流会では、興味のあるテーマごとに小グループに分かれて情報交換・

交流していただく予定です。 

＊週末勉強会（対面・オンライン）  

毎月第2、第4 日曜日（原則） 10：30～12：00 

かながわ県民センター・オンライン（zoom利用） 

6月14日（日）、6月28日（日）、7月5日（日） 

（9月以降の予定：決定次第改めてご連絡します） 

9/6（日）、9/13（日）、10/4（日）、11/8（日）、11/22（日）、12/6（日） 

9/13・11/22は、終了後ボランティア情報交換会を開催します。 

＊夏の教室 

7月18日（土）、19日（日） 

 10：30～12：00  オンライン(zoom利用) 

 13：30～15：30 対面(かながわ県民センター711号室) 

  （対面参加のボランティア 13:00集合） 

＊多文化交流キャンプ 

8月14日（金）～8月16日（日）横浜市野島青少年研修センターほか 

＊世界の家庭料理「ベトナム」9月（予定） ともしびカフェぽけっと 

＊安全講習会 高校入試について知ろう 10月ころ（予定） 

＊冬の教室 12月19日（土） 午前：オンライン、午後：対面 

  

詳細が決まりましたら、メールでご案内します。 

ホームページにも今後の予定を掲載します。ぜひご覧ください。 

 ユッカの会 ホームページ https://yukkanokai.fc2.page/ 

これからの活動予定 
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2025年6月22日（日） 

活動報告会・交流会（県民センター） 

参加者 19名 

プログラム 

１）代表者挨拶 

２）運営委員紹介 

３）2024年度 活動報告・会計報告 

４）2025年度 活動計画・予算計画 

＊教材利用方法、ロッカー内の配置について 

５）質疑応答 

６）意見交換・交流会 

テーマ ①大人の支援と子どもの支援 ②オン

ライン学習と対面学習 

これまで、ボランティアが集まる機会が少な

かったため、会の活動全体をご説明・ご報告

したり、ご意見を頂いたりする場をもうけようと、

昨年度に続き、活動報告会・交流会を開催し

ました。 

今後も、直接意見交換したり、交流したりで

きる機会を作っていきたいと考えています。 

 

 

 

2025年6月25日（水） 

ひろば誕生日会 

（あーすぷらざ ともしびカフェぽけっと） 

毎週水曜日に実施しているひろばで、4月か

ら6月生まれの方の誕生日会を実施しました。 

誕生日を迎えた方には前にでてもらい、おめ

でとうの歌をみなさんで歌いました。 

手作りの夕食、ケーキでお祝いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2025年7月5日（土） 

平塚七夕祭りに行こう 

参加者 19名 

日本三大祭りのひとつでもある湘南平塚七

夕まつりを、みなさんで見に行ました。 

ご家族連れや友だち同士での参加もありまし

た 。人 手が多

く、暑い時期で

もあるので、 

迷子が心配でし

たが、体調を崩

した人も、迷子

になった方もな

く、ぶじ楽しい1

日を過ごすこと

ができました。 

＜2025年 4月以降の活動報告＞ 
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（参加者の振り返り） 

・家族だけではなかなか行こう！とならないお

祭り              企画いただいてありがとうございまし

た。みんなで行けて楽しかったです♪ 

・電車に乗りました、日本に来て初めての祭

り、楽しかったです。どうもありがとうございま

した       

・暑くて、すごい人出でしたが、おいしいもの

いっぱい食べました 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2025年7月16日（水） 

浴衣を着る会（ひろばにて） あーすぷらざ 

「ひろば」の時間に開催。ボランティアを含

め参加者は28人でした。 

当日は ぽけっとのボランティアさんとお知り

合いの方々5人が来て、着付けと盆踊りの紹

介をしてくださいました。 

女性陣は1階の創作スタジオで、自分の好

きな浴衣と帯を選んで着せてもらいました。 

ボランティアが持参した髪飾りもあって、女

の子たちはいろいろ試していました。参加者の

一人が髪を結うのがとても上手で、何人もの人

の髪を結ってあげていました。 

着付けがすっかりできた人たちは壁面の鏡

に横から、後姿、少しポーズをとってと 姿を映

し、親しい友達と写真を撮りあって楽しんでい

ました。 

集合写真のあとは盆踊り。炭坑節、東京音

頭、栄区音頭を先生方について踊りました。 

その後 駅前ロータリーを巡る外歩きをして

夕食。ほとんどの人が着物や盆踊りが初めて

で、いただいたメロンも加わり、気持ちも高揚し

ているのか、いつもよりにぎやかにおしゃべり

を楽しみました。終了後に素晴らしく 興味深

い体験だったとメッセージをくれた人もいまし

た。 

スタジオの手配、大人数のお夕食の準備、

浴衣の保管と運搬、浴衣のお洗濯の分担と、

みなさまのご協力で開催できました。ほんとう

にありがとうございました。 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2025年7月26日（土）、27日（日） 

夏の教室（県民センター・オンライン） 

7/27（土）  

参加者 

26日（土） 

対面 学習者15名、ボランティア8名    

オンライン ボランティア4名、学習者3名 

27日（日） 

対面 学習者19名、ボランティア17名    

オンライン ボランティア3名、学習者3名 

ユッカの会恒例の夏の教室が開かれました。

暑い夏の二日間、来日したての小・中学生の

学習者さんは、日本語を、もう少し上達した学

習者さんは、教科の学習に取り組みました。 

オンラインで学習する子どもたちは午前中10

時半から12時、教室に来てボランティアと学
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習する子どもたちは午後１時半から３時半ま

での２時間の学習です。今年は中国の他に

もネパール、フィリピン、ペルーにつながる子

どもたちが参加し、日本語学習や教科の学

習に取り組みました。 

オンラインでは、フィリピンルーツの小学生は

分数の掛け算を、中国ルーツの小学生は少

数の計算を学習しました。数学の課題に取り

組んだ中学生もいました。学校の授業でよく

わからなかったところを、ゆっくり説明してもら

い練習問題にも取り組みました。 

対面での学習には、来日したばかりで、まだ

日本の学校に通っていない学習者さんも参

加、ひらがな、カタカナの読み方や50音表、

挨拶や自己紹介の単語を練習しました。 

夏休みの課題を持参して、わからないところ

を聞きながら頑張って進めた生徒もいました。 

 頑張って学習に取り組んでいる皆さんに楽

しい時間をと、1日目の後半は、CST（コアサ

イエンスティーチャー）神奈川協会会員の北

川絵美子さんがJAXA仕込みの傘袋ロケット

を教えてくださいました。雨の日によく、スー

パーの入口に置いてある傘袋を膨らませてロ

ケットにします。ウィ

ングやノーズなどを

つけて、自分のオリ

ジナルロケットを作

り、飛ばしました。

思いのほかに跳ん

で、部屋の端から

端まで飛ばす人もいました。自分のオリジナ

ルロケットをさらに飛ばそうと工夫を凝らし、

夏の暑さを忘れるひとときでした。 

 

二日目の２７日にも たくさんの学習者とボラ

ンティアが集まりました。 

小学生の低学年グループは、自分たちで付

箋に書いて模造紙に貼り、すごろくをつくりま

した。また、トイレットペーパーの芯に１～１２

の番号を書き、簡単モルック（フィンランド発

祥のボーリングのようなゲーム）を作りました。

１本の芯をボーリングのボールのように転がし

て、ピンを倒します。１本倒したら、書かれて

いる番号が点数に、２本以上なら、倒れた本

数が点数になります。１回投げるごとにピンを

立て直し、点数を足していって、先に５０点に

なった方のチームの勝ちですが、５１点以上

になってしまったら、２５点に原点されてしまう

というゲームです。５０点近くになったら、後

何本倒せばいいとか、どのピンをねらえばい

いのか、投げる人も見てる人もハラハラドキド

キ。運動神経だけでなく、足し算、引き算の

力も試されるこのゲームです。 

後半は、勉強につかれた学習者さんがこの

ゲームに参加。低学年グループがルールを

説明したり、審判を担当したりして大盛り上が

りでした。活動の中で自然に日本語をたくさ

ん使うこともできます。 冬休みの教室でも、

このようなイベントを行っていきたいと考えて

います。 
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ユッカの会ではマッチングした学習者さんは

それぞれボランティアと１対１で学習しますが、

まだ来日間もなく、マッチングが進んでいな

い学習者さんも増えています。新たに学習を

担当してくださる方、担当はできなくても月２

回、日曜日に行われる週末勉強会や春・夏・

冬休み中に行われる集中教室にご参加くだ

さるボランティアさんを大募集しています。 

あなたも学習者さんと一緒に盛り上がってみ

ませんか。 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2025年8月10日（日）～12日（火） 

多文化交流キャンプ 

（神奈川県立足柄ふれあいの村、小田原城天

守閣、生命の星・地球博物館） 

参加者 21人（小学生11人 中学生7人、

高校生2人、既卒１人） 

ボランティア18人（学生、社会人）   

総計 39 人 

＜実施準備＞ 

＜実施準備＞ 

5月よりキャンプの運営を担うメンバーで４回

対面の打ち合わせを持ちました。 

新しくユッカの会の20代のボランティア、シニ

ア世代のボランティアも運営に参加。 

打ち合わせでは会場候補から 足柄ふれあ

いの村を宿泊地と決め、移動は経費削減の

ために往復とも公共交通機関を利用、見学

地は電車で行ける小田原城と生命の星・地

球博物館としました。 

これまで貸切バスを利用していたので、荷物

の運搬に問題はなく、雨天の場合はバス車

内で食事をとっていましたが、今回は見学地

である小田原城や生命の星・地球博物館に

行くさいの荷物をどうするか、雨天の場合の

食事の場所はどこにするかが課題でした。 

幸い小田原城の下見の際に前を通った、お

だわら市民交流センターの部屋が時間単位

で借りられたため、往路復路とも荷物置き場、

昼食場所として利用することにし、大きな負

担なく移動できることになりました。 

6月に施設であった利用者打ち合わせ会で

は、若手ボランティアが希望する活動場所や

時間について他団体と交渉し、プログラムの

枠組みが決まりました。 

プログラムの中身は、各活動の担当チームが 

活動の手順・内容・準備物等を考え、個別の

打ち合わせやグループLINEで全体に図りな

から内容を詰めていきました。 

開催がお盆と重なるため、急病人が出た場

合に備え 実施当日は、ボランティアの乗用

車を1台出してもらうことにしました。 

＜事前説明会＞ 

8月4日（日）参加者と保護者を対象とした説

明会を実施。 

参加者：小中高生 16人、保護者17人、運

営ボランティア14 人 

２泊３日行程、宿舎、訪問先、持ち物などにつ

いてプロジェクターを使って説明をした後、現

地で一緒に活動することになる3つのグルー

プに分かれて、自己紹介や２日目夜の「スタン

ツ発表」に向けた話し合いを行いました。 

今回も参加者の4分の3は初めての参加。説明

会前日に来日した人もいて、当初は参加者・保

護者ともに緊張していましたが、キャンプの概

要がつかめ 運営メンバーと言葉を交わす中で

保護者の方も幾分安心された様子でした。 
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キャンプ日程 
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＜実施当日＞ 

実施内容は上記の表の通りです。 

今回の参加者は小学生の割合が高く、つなが

る国は中国、ペルー、韓国、フィリピンでした。 

お互いに初対面で、さまざまな背景や個性

の子どもがいる中で、リーダーになる中学生・

高校生自身もキャンプは初参加で グループ

をまとめてゆくのはかなりたいへんな仕事

だったと思いますが、1日目の野外炊飯や相

互理解活動を経て次第に協力しあえるように

なり、2日目夜のスタンツ発表ではどのグ

ループも練習の成果を発揮できました。 

残念ながら初日と２日目が雨になり、プログラ

ムに変化を持たせながら 屋内の活動を続け

なければならない状況でしたが、若手ボラン

ティアがアイデアを持ち寄り、臨機応変に対

応し、2日目も一日を通じて参加者が積極的

に取り組める時間となりました。 

参加者の感想や終了後に届いた保護者から

のメッセージからも、3日間を通じて参加者が

楽しめる充実した内容のキャンプを実施でき

たように思います。 

以下プログラムの詳細です。 

8月10日（１ 日目） 集合・移動・小田原城

見学 

参加者の居住地によってJR横浜駅・JR戸

塚駅の２か所で集合。JR東海道線の同じ電

車に乗車して小田原へ移動。 

10時、荷物をおだわら市民交流センターに

置いて、小雨の中徒歩15分ほどの小田原城

へ。天守閣の文字や地図による展示は小学

生にはやや難しく、何層の分もの階段を「ま

だ上がるの？」と言いながら登っていましたが、

地上約40mの最上階で展望が開けたのが

印象的だったようです。小雨まじりの風に吹

かれながら身を乗り出すように展望デッキを

ぐるりと巡りました。天守閣見学後、おだわら

市民活動センターにもどり昼食（お弁当）。 

宿舎到着、野外炊飯 

13時小田原駅を出て伊豆箱根登山鉄道大

雄山線で大雄山駅に移動、バスに乗り換え 

14時足柄ふれあいの村に到着。 

足柄ふれあいの村は、丘のふもとに食堂や

お風呂がある管理棟と体育館（プレイルーム）

があり、山肌に６つの村があり、各村に宿泊

用の５棟のコテージがあります。 

入村式のあと、「どんぐり村」の３棟のコテー

ジの割り当てられた部屋に荷物を運び込み

ました。 

夕食は、雨のなか屋根のある野外炊飯場で

カレーライスを作りました。 

ベテランの若手ボランティアを手本に、薪を

細く割って火おこし、火力の調整をしたり、先

輩と一緒に慎重

に野菜を切った

りと、ほとんど子

どもにとってどの

作業も新鮮で、

グループで分担

しながらいきいき

と取り組んでい

ました。 
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晴天なら広場のベンチで食べるのですが、コ

テージの部屋と炊飯場とどちらで食べたいか

希望をきいたところ、炊飯場の希望が多く調

理台にも使った木のテーブルを囲んで立食

しました。今年はどのグループもちょうどいい

濃さにできが

り、味比べをし

ながらおいしく

完食しました。 

食後、近隣で

お店をだして

いるボランティアの息子さんからデザートにと

プリンの差し入れがあり、子どももおとなもサ

プライズに喜びました。 

相互理解活動 

夜は活動場所としてプレイルームが取れてい

ましたが、強い雨の中 会場までの往復が大

変なので、コテージの１部屋に全員が集まっ

て相互理解活動を行ないました。 

伝えていくうちに、

出題が二転三転す

る「チーム対抗 絵

のしりとり」、新聞に

乗って、じゃんけん

で負けた方が新聞

紙を半折にして乗

れるスペースを縮

めていき、乗れなく

なったら負けという「新聞島ゲーム」、片足立

ちでタイムを競う活動などをし、部屋が笑いと

熱気に溢れました。 

8月11日（2 日目）午前 傘袋ロケット作成・

飛距離大会 

2日目は終日雨になりました。午前は天狗寺

として知られている最乗寺へのウォークラリー

を予定していましたが、室内活動に変更。傘

袋ロケットの作成と飛距離大会、スタンツ練

習、キャンドルファイヤーでするフォークダン

スと歌の練習をしました。 

雨天を見越して準備した傘袋ロケットの作成

では、限られた材料の中でどうやったらよく飛

ぶか 尾翼の付け方などいろいろ試してみる

子どももいました。 ロケットができあがり、プレ

イルームの端に並んで一斉に飛ばすと、部

屋の向こうの端までとどくほど飛ぶロケットも

ありました。 

ボランティアのひとりは「こういうことで、なぜと

思える体験ができるんだなあ」と感心した様

子で、今後も雨天対策として、できるだけコン

パクトな材料で行える理科実験を準備すると

よいと思いました。 

午後 スポーツ大会ほか 

若手ボランティアが雨天用に考えていた活

動案を持ち寄り、モルックを始めとする施設

のスポーツ用具を活用して、活動を組み立て

てくれました。活動形態も全体で、チーム対

抗で、希望者が好きな活動に参加できる時

間にしたりと、変化に富んでいたので、屋内

活動が長く続きましたが参加者は飽きること

なく取り組めました。 

夜 スタンツ発表 キャンドルファイヤー 

午後も雨が続いたので予定していたキャンプ

ファイヤーをキャンドルファイヤーに変更しま

した。 

ユッカの会では、キャンプの2日目の夜に
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グループで発表する出し物を「スタンツ」と呼

んでいて、文字通りの寸劇のほか、歌、ダン

ス、クイズ、パーフォーマンスなど自分たちが

できることに取り組みます。 

３グループが発表したのは、◯×ゲーム、

ジェスチャーゲーム、なぞなぞ。 

◯×ゲームは 出題の答えを◯と思うか、×

と思うかで観客に移動してもらう形で、３グ

ループとも観客参加型だったのが印象的で

した。キャンプもスタンツ発表も初めての参加

者が多く、コミュニケーションに友人のサポー

トが必要という参加者もいる中、自分達のグ

ループで何ができるか、どうしたらメンバー全

員が参加できるかを意見を出し合い練習して

いました。グループでまとめ上げた成果が素

晴らしく、仲間とボランティアから惜しみない

拍手が送られていました。中学生、高校生の

グループリーダーが、温かいリーダーシップ

を発揮してくれたのだと思います。 

キャンドルファイヤーでは、火の神に扮した

若手ボランティアが見事なファイヤートワリン

グを披露し、みんな釘付けになりました。 

その後フォークダンスの「マイムマイム」を輪

になって踊り、「燃えろよ燃えろ」、菅田将暉

さんの「虹」を歌ってみんなが一つになった

感覚を味わうことができました。 

 

8月12日（3 日目） 生命の星・地球博物館

見学 

３日目朝は小雨もありましたが傘をささなくて

いい程度。 

コテージの部屋の掃除を済ませ、子どもたち

は荷物を運び込んだ部屋で退所式までの時

間を思い思いに過ごしていました。３つぐらい

の輪になって、カードゲームをしたり、罰ゲー

ムをさせるためのゲームをしたりと何の予定も

ない時間も楽しげで時々笑いがわき上がっ

ていました。連日の雨で、参加者同士の距

離が近く、一緒にいる時間も長かったためか、

いつものキャンプ以上にお互いに親しくなっ

たのかもしれません。 

退所式のあと、予定のバスと電車で小田原ま

で移動。 

おだわら市民交流センターで早めの昼食

（お弁当）をとり、箱根登山電車で生命の星・

地球博物館のある入生田に向かいました。 

これまでユッカの会として生命の星・地球博

物館を訪れたことがありませんでしたが、展

示は地球を考える、生命を考える、神奈川の

自然を考える、自然との共生を考えるという４

テーマ構成で、宇宙空間の再現、隕石や岩

盤、化石や大型の骨格標本、動物の剥製な

ど規模の大きい展示がたいへん興味深く、

見応えがありました。博物館前で集合写真を

撮った後、電車で 小田原に移動、荷物を引
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き取って、おだわら市民交流センター前で全

プログラム終了の挨拶をし、解散。 

その後小田急線組、東海道線戸塚駅下車

組、横浜駅下車組に分かれて移動しました。 

横浜駅組は17ごろ到着、点呼後、迎えに来

られた保護者の方に挨拶をし、全プログラム

を終了しました。 

今回も若手ボランティアが全面的にプログラ

ムの企画と運営を担いましたが、運営する上

で必要な作業に気づき、活動する空間をつく

る、物品を準備する・片付ける、参加者を集

めるなとの作業を、各自が目を配りながら自

発的に担って進めていました。また仲間の輪

に入りつらい子どもに向き合って、グループ

になじめるように道筋をつくったりする若手も

いて頼もしく嬉しく感じました。 

＜その後＞ 

10月26日（日）グループのリーダーを担って

くれた中学生・高校生と運営ボランティアに

声をかけ、本郷台のあーすぷらざで「キャン

プお疲れさま会」を開催しました。今回のキャ

ンプには参加できなかったボランティア含め

15人が集まりました。昔はキャンプの参加者

だった子どもが、幼いお子さんやご家族を連

れてユッカのイベントに協力してくれているこ

とを心強く感じるとともに、会のイベントが交

流だけでなく親しい仲間と会える場にもなっ

ていることに改めて気付かされた思いでした。 

(ボランティア 木野美穂) 

●参加者の感想 

ぼくは、8月１０日から１２日までふれあいの

村でキャンプをしました。 

カレーをつくりました。うまく米をたくことがで

きました。米がこげなかったです。 

カレーはうまい！（小6男子） 

今回のキャンプでは、一人ではできない色々

な経験ができてとても楽しかったです。みん

なと一緒にスポーツゲームをしたり、レクリ

エーションをしたりする中で一つ、二つの文

化だけではない、国ごとに違う色々な文化を

学ぶ機会になってとてもいい経験になったと

思います。キャンプファイヤーなどの大事な

行事は、雨が降ってしまったのでどうなるか

心配していましたが「キャンドルファイア」とい

う形に変更され無事に実行でき、いい思い出

になりました 

最後にこんな特別な経験を作るため、キャン

プの前からオリエンテーションや行事の計画

をたててくださったすべてのボランティアさん

やサポーターさんに感謝でいっぱいです。本

当にありがとうございました！（高校生） 

このキャプに参加したい理由は、子ども達と

いっしょに遊び、仲良くなりたいからです。ボ

ランティアは体力的に疲れることもありますが、

それ以上に、子ども達と過ごす時間から得ら

れる喜びや学びが大きいと思っています。ま

た、私自身の幼いころに足りなかった部分を、

子ども達との交流を通して少しずつ埋めてい

きたいという思いもあります。失ってしまった

大切な部分を取り戻すことは、今の私にとっ

て何よりも重要なことの一つです。このキャン

プでの経験は、その大切な一部になると信じ

ています。（若手ボランティア） 

2025年9月6日（土） 

世界の家庭料理「バングラデシュ」

（あーすぷらざ ともしびカフェぽけっと） 

参加者数：24名 

（うち講師1名、食事のみ5名、スタッフ4名） 

前日は台風到来。はたして、開催されるの

か？と心配していましたが、ピカピカのお天気に。 

参加者があらかた集まったところで、カジさん

のバングラデシュ料理講座がスタート。 
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まず、バングラデシュ・ミニ文化講座。建国さ

れ る 過 程 の 話

や、主な宗教（イ

スラム教）の食べ

物の話などQ＆A

形式でわかりや

すく説明してくだ

さいました。 

その後、３つのグループに分かれ、お料理教

室がスタート。事前にレシピが配られ、進捗状

況に沿って、カジさんの作り方を説明してくれま

す。今回我々参加者が作るのは、チキンコルマ

とサラダ。 

どこまで煮込んだ方がいいか？炒めた方が

いいか？カジさんがテーブルを回って見てくれ

ました（密かに「カジさんチェック」と呼ぶ）。 

各テーブルの料理が完成した頃、マンゴー

ラッシーを作る過程をみんなで見学。特に小さ

な子どもたちは興味深々。ヨーグルトにマン

ゴーペーストを入れたとき、「タマゴみた～い」と。

確かに、似てる。そんな子どもたちの声ににこ

やかに対応しつつ、手を動かすカジさんたち。 

 遂に完成。ビスミッラ！（ベンガル語で「いた

だきます！」） 

一緒に作ったメンバーと食べるって、なんだ

か楽しいですね。初対面だったのに会話が弾

みました。 

食後は、カジさんへ質問タイム。まだまだ知ら

ないバングラデシュやベンガル語のことを聞き

ました。 

とくに数字の書き方の違いは衝撃的。４が「８」

ですよ！ 

バングラデシュから日本語に来た子どもたち

のことが頭をかすめました…。 

カジさんのお人柄か、終始なごやかムードの

お料理教室でした。 

モジャ！（おいしかったです！）（参加者Y） 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2025年10月12日（日） 

安全講習会 

「高校入試について知ろう！」 

（かながわ県民センター 10階ワークショップ

スペース） 

参加者26名 

（支援者9名、保護者8名、学習者9名） 

講師 高橋清樹さん（認定NPO法人多文化

共生教育ネットワークかながわ） 

高校入試の制度は毎年少しずつ変わってい

ます。言葉の壁で理解が難しいだけでなく、母

国の制度と違う場合などもあり、外国につなが

る生徒・保護者にとって大きな壁となっていま

す。神奈川県では、外国につながる生徒対象

の進学ガイダンスも実施されていますが、参加

人数の増加に伴って、中学3年生など今年度

受検する生徒・保護者しか参加できません。 

事前に入試の制度や受検に向けての準備な

どを知っておくと、安心です。今回、支援者、

生徒本人、保護者を対象に、高校入試につ

いて知る勉強会を開催しました。支援者をは

じめ、中学1，2年生とその保護者、小学生

の保護者の方など26名の参加がありました。 

当日は、随時質問を受けながらお話を進め

てくださり、会場からもたくさんの質問がでまし

た。多言語ガイドブックや、入試過去問など
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も準備して実際に見てもらいました。 

終了後、参加者のかたにお願いしたアン

ケートからも、参加してよかったという声が多

くきかれました。来年度以降も開催を検討し

たいと思います。 

アンケート回答者18名（2025/10/20現在） 

●属性 

 

 

 

●満足度 

 １：不満 ⇔ ５：満足 

 

 

 

●自由記述 

・高校入試についてよくわかりました。在県に

ついても理解やすく説明された 

・ 座收 很多， 将来升学有了目 和 划。 

講座でたくさんのことを学びました。将来の進

学に目標や計画を持つことができました。 

・希望知道一些私立高中 于外国人学生

招生的信息。 

（外国人の募集がある私立高校についての

情報を知りたいです） 

・講義を随時通訳されていたので学習者・保

護者共に内容を把握しながら説明を受けるこ

とができてとても良かったと思います。ME-

netの「高校進学ガイダンス」のアクセスの仕

方を分かりやすくレジュメに載せておいても

良かったかと思います。QRコードから入って

も「事業紹介」→「高校進学ガイダンス」の順

に入らないといけないので学習者は探せて

いませんでした。各高校の特色・受験システ

ム等をどこで調べたら良いか分からないと思

うので「高校進学ガイダンス」はとても有難い

と思います。 

・非常感 提供 的高中考 步 ，和老

的ױ 解。 

（高校入試のステップについて詳しい情報の

提供と、先生方の詳細な説明に、とても感謝

しています。 

・毎年少しずつ更新される部分があるため、

最新の情報を得たく参加させていただきまし

た。曖昧だった情報も確認でき大変参考に

なりました。 

・参加している保護者の方が、徐々に前のめ

りになり、そのうち写メを撮り始めていました。

質問も多く出ていたのも印象に残っています。

わかりやすいご説明と通訳、質問しやすい雰

囲気が素晴らしいと思いました。 

・毎年開催していただけるといいですね。あり

がとうございました。 

・中学1.2年生の生徒さんや保護者も参加さ

れていて、質問も多くあった。日本での高校

進学のシステムや在県募集について、中学3

年生になる前に知る機会が必要だと感じた。 

・中学3年生の生徒さんは、高校進学ガイダ

ンスに参加したけれど、今回の説明会でわ

かったこともあったようだった。 

・今後も毎年開催されると良いと思った。 

・週末勉強会の後の開催だったので、参加し

やすかったです。 

・保護者の方の質問から、どんなことを気にさ

れているのか、わかりました。 

また、誰でも興味のある人が参加できるのも



-30- 

よかったです。 

・中学生を担当される支援者は知っておくべ

き内容だと感じました。支援者の場合は講習

会でなくとも資料の配布だけでもいいかもし

れませんが。少なくとも中３を担当する私には

大変勉強になり、参加して良かったです。 

・すごく助かりました。 

・たくさんの質問がありました。学習者さん、保

護者の熱意が伝わってきました。 早めに進

路のことを知れば、対策が立てやすいです。

うまくいった本人の体験談もセットできけると、

さらに、作戦が立てやすいかもしれません。 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2025年10月19日（日） 

いたちまつり 出店 

（小菅ヶ谷地域ケアプラザ） 

本郷台のあーすぷらざ近くの小菅ケ谷地域ケ

アプラザで毎年秋に開催される「いたちまつ

り」、今年も出店して、肉まん、花巻、餃子を販

売しました。地域のお祭りや国際交流のイベ

ントには、以前ユッカの会やしゃべり場で学習

していた中国帰国２世の方や子育て世代の方

が中華点心を作って、会の活動資金づくりに

協力してくれます。 

 お祭り前日の金曜日 あーすぷらざの ともし

びカフェぽけっとで、午後から餃子の仕込み

を始めました。夕方からはそれぞれの仕事を

終えたユッカの会OGが集まって、夜遅くまで

肉まんと花巻を作ってくれました。 

 慣れた手つきで粉をこね、次々に餡を包ん

でいきます。久しぶりに仲間と会って、おしゃ

べりしながらも作業の手が止まることはありませ

ん。一区切りついたところで持ち寄ったお料理

などでみんなで夕食をとりました。「まるで春節

みたい」と言う人もいて楽しい時間を過ごしま

した。 

 当日の19日も朝早くからユッカの学習者や

ボランティアが協力してくださり、ぽけっとの厨

房で蒸したり焼いたりした点心をお祭り会場の

地域ケアプラザに運びました。お昼には準備

した点心が完売しました。売り上げから経費を

引いた３万6600円が会の活動資金になりまし

た。（ボランティア 木野美穂） 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2025年10月29日（水） 

ひろば誕生日会 

（あーすぷらざ ともしびカフェぽけっと） 

手作りの夕食とケーキでお祝いする恒例の

誕生日会。今回は、7月から10月までに誕生

日を迎える方が対象です。 

みなさんにハッピーバースデーの歌を歌って

もらい、恥ずかしそうにされていました。この

歌のメロディは、万国共通の様です。 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2025年11月2日（日） 

バーベキュー会 

      （子ども自然公園バーベキュー場） 

参加者104名  

今回は、：立教大学コミュニティ福祉学部3年

（立教大学ミックスカルチャー部）の学生さんた

ちが、場所取りから当日の企画などに関わっ

てくださいました。 

（活動報告：ミックスカルチャー部） 

天候にも恵まれ、当日は多くの方々にご参加

いただき、会場は笑顔と活気にあふれていま

した。 
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５つのサイトに分かれてバーベキューをしました。

お肉と野菜、最後はやきそばを楽しみました。 

○ṋクイズ大会 

8グループに分かれてクイズ大会をしました。 

クイズの答え合わせや抽選会は、とても盛り上

がりました。 

＜感想＞ 

立教大学ミックスカルチャー部です。 

この度は、チラシ作成から当日の運営、そして

報告書まで関わらせていただき、誠にありがと

うございました。 

今回のバーベキュー大会では、日本で

暮らす外国籍の皆さまが日々どのように

感じながら生活されているのか、そしてど

のような支援やつながりを必要としている

のかを直接お聞きすることができ、大変

貴重な学びの機会となりました。 

参加者も多く、初めての取り組みで戸惑いもあ

りましたが、それ以上に得られた気づきや交流

が大きく、私たちにとって今後の活動の方向

性を考えるうえで重要な経験となりました。 

このような場を提供してくださり、心より感謝申

し上げます。 

また機会がございましたら、ぜひその際もご一

緒させていただけますと幸いです。 

皆さまの活動が今後もより多くの方々の安心と

笑顔につながっていくことを願っております。 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2025年11月29日（土）、11月30日（日） 

あーすフェスタ 出店（あーすぷらざ） 

あーすフェスタは「多文化共生社会の実現に

むけて、異なる国籍、文化を持つ多くの県民

が集い、出会い、それぞれの文化や考え方を

アピールするとともに、互いを理解する機会を

作るため、県内の民族団体、NGO、市民ボラ

ンティアなどが企画段階からともに力をあわせ

開催するもの」です（あーすフェスタホーム

ページより）。 

昨年度に続き、あーすぷらざでの開催となりま

した。 

ユッカの会では、10月のいたちまつりに続い

て、中国のママさんたちに協力してもらい、と

もしびカフェぽけっとで「特別ランチ」を提供し

ました。メニューは、肉まんと餃子にサラダと

スープのついたランチ。持ち帰り用に、肉まん、

ぎょうざ、花巻。そして、普段もぽけっとで販売

しているケーキやクッキーです。 

餃子や花巻づくりは帰国者の方、ぽけっとの

ボランティアさんが協力してくださいました。 

肉まんは、中国のママさんたちが仕込みをして
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くれました。この機会を、久しぶりに会う日とし

て楽しみにしてくださっています。 

当日の売上 102,700円 経費 30,636円  

70,264円がユッカの活動収入となりました。ご

協力ありがとうございました。 

今回は、ぽけっとでの出店のほか、「リクエスト

ことば いろいろな国のことばで書いてみよう」

というあーすぷらざの企画に、イランの方、カン

ボジアの方が協力してくださいました。 

また、多文化高齢社会ネットかながわ（TKNK） 

が、ぽけっと前で活動紹介を実施、やさしい日

本語の認知症すごろくなどを紹介しました。 

立ち寄った方：11/29 28名、11/30 24名 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2025年1月11日（土） 

かながわ日中友好フェスタ 

（横浜市技能文化会館） 

やはり昨今の日中関係の影響かと思いますが、

昨年と比べ中国の方の来場がかなり少なかっ

たように思われます。 

しかしその一方で、我々民間人が日中友好の

ために積極的に活動していることがよく分かり

ました。 

「ユッカの会」では、外国に繋がる方々への日

本語習得のためのサポート、交流活動 

そして「多文化高齢社会ネットかながわ

(TKNK)」の紹介を通じて、高齢化への取組み

を紹介しました。 

日本語が不自由な高齢者が直面する問題を

提起したことで 興味をお持ちになる来場者も

多くおられました。 

このような民間活動が少しでも日中の友好関

係にプラスに働くことを切に願うフェスタとなり

ました。 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2025年12月17日（水） 

ひろばクリスマス会 

（あーすぷらざともしびカフェぽけっと） 

 

 

 

 

 

 お店の中もクリスマス仕

様にかざりつけし、サンタ

の帽子をかぶって、手作

りのお料理とケーキを楽

しみました 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2025年12月27日（土） 

冬の教室（かながわ県民センター） 

＜参加者＞ 

対面：学習者20名、ボランティア16名（うち

ボランティア希望2名）  

オンライン：ボランティア4名、学習者5名 

今年の冬の教室は、部屋予約の関係で1日

のみの実施となりました。 

今回もグループみらいの方がチラシを作って

くださり、横浜市の学校ポストを通じて市内学

校に配布してく

ださいました。

それ もあって

か、全体で8名

の方が新規の

参加者でした。 
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午前中は、オンラインの学習。小学生から成

人まで5名が参加。初期の日本語学習の方

がほとんどで、ボランティアさんと会話をしたり、

画面共有を使って多読の物語を読んだり、

算数の文章題をといたりしました。 

午後は県民センターでの対面での学習を行

いました。小中学生を中心に様々な年代が日

本語や教科の学習をするために集まりました。 

特に、高校受検を控えた中学3年生・既卒の

生徒さんの参加が多く、過去問を中心に時

間いっぱい集中して学習しました。 

今回、長時間ということもあり、勉強に疲れた

学習者が参加する「ゲームの部屋」を作るこ

とになりました。 

私は、「ゲームの部屋」で小学生3人と「ゲー

ムづくり」をすることにしました。今回は、モ

ルック（棒を倒して点数を競うゲーム）の道具

をトイレットペーパーの芯を使って作ることに

しました。手順は下記の通りです。 

1．トイレットペーパーの芯に直接番号を書く。 

2．立てる場所を書いた紙をテーブルに貼る。 

3．投げる棒を作る（重さを出すため、芯を二

重にする）。 

「JMAモルックの基本ルール」日本モルック協会 

子どもたちと相談しながら道具作りをしました。

1～3の太字の部分は、子どもたちのアイデ

アです。 

道具の準備ができた後、子どもたちと実際に

やりながら、ルールの確認をしたり、場所を微

調整したりしました。部屋には、モルックの

コース2本、絵本、その他カードゲーム（トラン

プ、「わたしは なあに？」など）を用意して、

部屋にやってくる参加者を待ちました。 

 「わたしは なあに？」（自分が見えないよう

にカードを持ち、周りの人に質問をして、自

分がなにか当てる） 

ふたを開けてみれば、トランプと「わたしは 

なあに？」が人気。準備した子たちが遊べた

ものの、せっかく作ったモルックをみんなに

やってもらえるよう、もっと上手な働きかけが

できたのでは…と、反省点が残りました。 

ただ、「ゲームの部屋」が和やかな空間に

なったのは、一緒に道具を作ってくれた子ど

もたちやそのご家族も場を盛り上げるために

ゲームに参加してくださったおかげだと思い

ます。 

今回参加したみなさんに、「楽しく日本語が

学べた」と思っていただけたら嬉しいです。 

最後に、がんばったみなさんに、寄付でいた

だいたノートとお菓子を配って、終了となりま

した。（ボランティアY） 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2026年1月12日（祝月） 

高校入試面接練習（園民センター） 

13:30～16：00 県民センター711号室 

参加者19名（学習者8名、支援者11名） 

 今年度も、高校入試の面接練習会を開催

しました。公立高校の在県外国人等特別募

集で受検予定の生徒の他、私立高校の受検

で面接がある生徒も参加しました。 
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 まずは、ボランティアが入室から退室まで、

お辞儀の仕方、手の位置など、見本をみせ

ながら詳しく説明。その後、生徒が実際に

やってみます。4名のボランティアの方に面

接官をお願いし、2か所で練習しました。 

 まだ面接シートの準備ができていなかった

生徒は、ボランティアとやりとりしながら、志望

理由、中学校で頑張ったこと、高校で頑張り

たいこと、将来の目標、自分の長所などを書

いていきました。 

 最初は、自信が無くて聞こえないような小さ

な声だった生徒も、２，３回練習するうちに、

はっきりと受け答えができるようになりました。

面接官を担当した方は「生徒さんたちがどん

どん上達する姿が見られて嬉しかった」と

おっしゃっていました。 

 自信をもって、本番でそれぞれが自分の持

つ力を十分発揮できることを願います！ 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2025年2月15日（日） 

世界の家庭料理「大韓民国」 

（ともしびカフェぽけっと） 

講師 金ダソムさん 

参加者 17名 

メニュー 

チジミ（ニラ、青ネギ、キムチ）の3種類 

トックック  ホットック 

サンファ茶 

韓国出身の高校生、金ダソムさんを講師に

開催。講師のコミュニケーション力が高く、い

ろいろな話が聞けて面白かった。  

油を多く使うことに驚いた。という感想が寄せ

られました。 

ホームページに当日のレシピを掲載していま

す。ぜひ作ってみてください。 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

2026年3月28日（土）、3月29日（日） 

春の教室（県民センター・オンライン） 

参加者 

3/28（土） 

対面参加 学習者19名、ボランティア14名

（うちボランティア希望2名）   

オンライン：無し 

3/29（日） 

対面参加 学習者16名、ボランティア14名

（うちボランティア希望1名）   

オンライン：学習者1名、ボランティア1名 

今年度最後の活動、春の教室を実施しまし

た。初参加で日本語初期の学習者、小学生

が多く参加しました。 
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３/28（土） 

 「春の教室」1日目は、前半それぞれに1時

間程学習した後、14：30頃から科学教室を

行いました。科学教室では、「サソリの標本」

を作りました。これは、もらった人がちょっと

ビックリする工作です。もちろん本物のサソリ

ではなく、ふたを開けると、輪ゴムの仕掛けで

ストローで作ったサソリがガサガサッと音を立

てます。 

ボランティアと、かつて日本語を教わってい

た高校生が、チームで講師役になりました。 

説明を聞きながら、子どもたちとボランティア

が一緒に作りました。途中、作り方がわからな

い子どもに気がつくと、近くのボランティアが

やさしい言葉で説明したり、動作でやり方を

示したりしました。 

ついに、全員、完成しました！それに加え、

パタパタ動く不思議なストローを作ったり、牛

乳パックで作ったびっくり箱（過去回で作成）

で遊んだりと、楽しい時間を過ごしました。 

前半、一生懸命勉強したご褒美でしょうか＾＾ 

3/29（日） 

参加者が比較的少なく落ち着いて学習しま

した。 

前半はボランティアと学習。その後15：00過

ぎから、中学・高校などへ進学する子どもた

ちをお祝いする「卒業を祝う会」をしました。 

 実はこの日、１つのグループが秘密のミッ

ションをしていました…。小学生（学習者）2

名とボランティア2名で、卒業生に手作りのお

祝いカードを作るというものです。 

本当は、卒

業生以外の

子どもたちと

ボランティア

で作る予定

でしたが、そ

れぞれみなさん学習に集中していることから、

少数先鋭部隊（？）で、することになりました。 

どの用紙にどんなメッセージを書くか、ああで

もないこうでもないと相談しながら作成。「あぁ、

間に合わないかもしれない…」と焦っていると、

他のボランティアさんが加勢してくださり、な

んとか合計9枚を完成することができました。 

3時半ころから、みなさんで会場の準備をし

て、さあ、「卒業を祝う会」の始まり！ 

記念品のご寄付で頂いた文房具のセットと手

作りカードをひとりずつに渡しました。作った子
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ももらった子も嬉しそう♪ その後は、お菓子

を食べながら、それぞれ話に花が咲きました。 

卒業、おめでとうございます。 

～ ＊ ～ ＊ ～ ＊ ～＊ ～ ＊ ～ 

週末勉強会（県民センター・オンライン） 

2025年度 年間16回 開催  

のべ参加者数（詳細はｐ33参照）  

対面：学習者342名、ボランティア256名 

    ボランティア希望者19名を含む 

オンライン：学習者10名、ボランティア12名 

参加者のほとんどが中国につながりのある方

でした。 

昨年度に続き、10階ワークショップスペースを

利用しました。適度な距離感があり、まわりの

人たちも学習している雰囲気を感じながら学

習できるため、子ども達にも学習がしやすい環

境で、みなさん、おちついて勉強していました。 

年間を通じて、学習希望の問い合わせが多

く、中学生など年齢の高いお子さんを優先し

てマッチングをしています。長期にわたって

週末勉強会に参加している方もいるため、お

互いが顔見知りになり、母語で話せることを

楽しみに参加しているお子さんもいます。 

毎回、メールでの参加のお願いに、毎回多く

のボランティアの方がご協力くださり、週末勉

強会が継続でき、子どもたちの学習機会が

確保できています。 

いつもご協力ありがとうございます。引き続き、

どうぞよろしくお願いいたします。 
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ひろば（あーすぷらざ ともしびカフェぽけっと）  

2025年度 毎週水曜日 17：00 から 年間 45回実施、のべ参加者 902名 

イベント 誕生日会 6/25、10/29、2/25 、クリスマス会 12/17 
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連絡先：横浜市戸塚区上倉田町 2040-121 

Mail：yukkanokai@yahoo.co.jp 

TEL：090-6136-2457   担当：水本 

ユッカの会ホームページ：https://yukkanokai.fc2.page/ 

発行：ユッカの会 


